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ハンガリー農業の改革と発展 (1)
生田 靖
はじめに
1984年夏，ハンガリーの協同組合を視察する機会をえた。その際協同組合研究所
(Co-operative Research Institute)の Gyenes所長から，一冊の本が与えられた。
Donath Ferenc著の “Reformand Revolution―Transformation of Hungary's 
Agriculture 1945~1970-"である。 Gyenes所長は， ハンガリー農業の歴史と発
展を論じた数少い英語文献の一つなので，日本でぜひ紹介してほしいと希望された。
旅の途地ひろい読みをしながら，視察したハンガリー農業をォーパラップさせて，大
衰興味をそそられた。以下抄訳で，紹介したい。
著者は1913年生れ，経済学者であり政治家でもある。 1934年ハンガリー共産党に入
党，戦争中は党の指導層の一員であり，ハンガリー知識人の反ファシスト運動 March
Frontを組織した。 1945年秋から，農林大臣をつとめハンガリー解放後の農地改革で
主要な役割を演ずる。その後ハンガリー科学アカデミー経済研究所副所長をつとめ
た。
1960年より，いくつかの研究機関に身をおき，主としてハンガリー農業の歴史の研
究に従事，ハンガリーの土地改革，戦後の小農や大農経営についての論文を出版して
いる。
I 歴史的背景
(1) すすまぬ改革
第2次世界大戦が終戦を迎えたとき， ョーロッパのなかでハンガリーは拡
ハンガリー農業の改革と発展(1)（生田） (565)127. 
大な封建的土地所有をのこす，ある意味でユニークな国であった。波乱の世
紀はハンガリーの封建的大士地私有制 (Latifundia)にももちろん影響を与
えてきたが，大きな変化はなく，大土地私有システムと経済的，政治的勢力
とは地主の手中にあった。ほとんどのヨーロッパ諸国で民主的変革が急速に
進行していたにもかかわらず，ハンガリーでは， 1848年の革命時も，僅か千
人たらずの地主が農耕地の約半分を所有していた。この状況はその後の社会
的発展と無関係に次の世紀まで続くことになった。
ハンガリア人は 9世紀東部（アジア）から西へ移住し， カルバティア盆地
(Carpathian Basin)に到り， 10世紀にはそこを定住地とした。彼らはこ
こに国を建設し，キリスト教を信じ， ヨーロッパの封建制度をとり入れ，遊
牧民族は農耕民族へと変化した。こうして農奴という身分制度が数世紀前の
西ヨーロッパの場合と同じ方法で確立することになった。
ハンガリーの社会発展はその出発が比較的おくれたにもかかわらず， 15世
紀の中頃まで西ヨーロッパのそれとそう大きな遮いはなかった。農民の市場
向け生産は拡大し，貨幣地代が導入され，自給自足経済と平行して労働の分
業もすすみ，工業活動や商業は進展した。都市化の過程も徐々に進行しつつ
あった。ハンガリーと西ヨーロッパとの間には，その発展レベルで大きな遮
いはあったが，発展傾向は全く同じであった。
しかし， 16世紀から，その主要な発展過程は西側のそれと異なることにな
る。重要な出来事がそれを変えたのである。すなわち周知のように西側諸国
の国際貿易ルートが16世紀から大西洋に移ることになり，東ヨーロッパ諸国
の貿易経路を拡大化する刺激がなくなってしまった。そうして結局ハンガリ
ーは辺境国へと追いやられた。小作農は増加する年貢負担に反抗して立ちあ
がったが，地主は土地をとりあげ，直接経営し管理する形態で対抗したため
に，この戦いは小作農の敗北のうちに終った。そうして小作農には地主の恐
怖的な報復がまっていた。結果として小作農の市場向け生産は壊減状態とな
った。
さらにトルコのヨーロッパ侵略と 150年に亘るハンガリー占領は，とくに
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きびしい結果をこの国に賣らした。継続する戦争はハンガリーの豊かな農業
と発展しつつあった都市とを破壊した。その後17世紀末トルコが排撃された
あとはハプスプルグ家が侵略し， 中央ヨーロッパ帝国に併合したのであっ
た。
このように内外の敵との戦いの結果，ハンガリーは16世紀の初め独立国で
はなくなってしまった。それから国家独立のための，独立国の復活のための
戦いが一一舟Uの小国の歴史におけると同じように一一社会進歩の要因と結合
することになったb 勿論国家の独立のために戦った人々は誰れでも同時に社
会発展のチャンピオンであったわけではない。だが進歩を望む人々はハプス
プルグの専制政治からハンガリーの独立をかちとる戦闘に加わった。
このようにして16世紀に始まるハンガリーの発展の過程は西ヨーロッパの
それとは異なることになった。 18世紀まで西側諸国の農業生産は上昇し，農
奴制の束縛はゆるみ，工業生産は急速に成長し，貿易は繁栄し，社会の経済
的，政治的生活における都市の役割は増大した。しかし，ハンガリーにおい
ては一一いくつかの他の中央，東ヨーロッパの国々も同じだが一ーこの期間
に農奴制の再版 (asecond edition of serfdomー エンゲルス）が進行した。
農奴に対する束縛はより強くなり，ある場所から別の場所へ移れる農奴の自
由は廃止され，彼等はもう一度土地に縛りつけられた。農奴の市場向け生産
と貨幣地代のシステムは強制労働と硯物地代とで抑圧された。領主の私有地
の市場生産は西ヨーロッパですでに導入されていた賃金支払をペースにした
ものではなく，むしろ不払賃金をベースにしたものであった。
大領主の私有地支配はおのずと都市の発展を妨げ工業発展を促進せず，戦
争が続くなかで貿易も衰退した。工業はギルドシステムのもとにあり，都市
化はすすまなかった。限られた国内市場は結局農業生産にも好ましい影響を
与えなかった。しかし，この国の工業化と都市化そうして資本蓄積に対する
主要な障害となったのは故意になされたハプスプルグ家の政策であった。す
なわち租税や関税によってこの帝国の東の行政区から資源を吸いあげ，より
工業化した西方の行政区に投ずるという政策であり，その恩恵はまずオース
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トリアが受けた。
しかしながら， 19世紀の前半に一部土地所有貴族は農奴制に根ざした生産
システムが必ずしも彼らの利益とはならず，農業の発展を妨げていることに
気づきはじめた。封建的な束縛が彼らの投資に是非必要な信用の供給を妨げ
ることを経験から知った。彼らは英国やフランスの高い経済的，社会的レベ
ルを知り，ハンガリーが立ちおくれている実態のみならず，その要因につい
ても認識した。彼等の多くは社会変革の必要性を信じた。土地所有貴族の一
部と進歩的な中規模土地所有者，そうして知識人等がこの陣営に参加した。
貴族を除くこれらの急進的な変革をのぞむ人々は，農奴制の廃止においても
重要な役割を演じた。彼等は封建議会の壁の外側で街からあるいは新聞を通
して出来事の進行に影響を与えた。
1848年はハンガリー歴史の一大転換点であった。長年拒否されていた法案
が数日のうちに封建議会の保守党多数派によって可決された。 2月のパリ革
命や3月のウィーン革命のニュースは農奴制の慣行や貴族の特権が新しい農
民戦争の恐怖のためにあわただしく廃止されたことを報じた。法の前に平等・
を実現する障害はとり除かれた。 1848年法は-あまり広くはなかったけれ
ど—経済の資本主議的な発展のための扉を開いた。少なくともこの法律は
賃労働の供給，会社の設立，銀行預金の引出しの可能性を準備した。
1848年はハンガリ一人民が，彼等の国家独立のためにハプスプルグ家と戦
ったという意味でも一つの転換点であった。この国の指導者達は工業化を促
進することなしに国家発展のおくれをとりもどすことが出来ないことを圏識
した。この帝国の西部だけの工業化をはかるハプスプルグ政策から財政的独
立を確立することが民族国家として農奴制の廃止と同様に重要であった。
，，ヽンガリ一国民の自由と社会改革のための闘争が1848年と49年に起った。
しかしながら他の諸国の歴史と同じように民族独立の組織は完全で可能な社
会変革のための必須条件であるとともに変革の急進行を制限するものでもあ
った。ハンガリーの独立と改革運動は土地の再配分を推しすすめえなかっ
た。つまり，ハプスプルグ帝国への闘争を指導した土地所有貴族に，その土
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地所有を許さざるを得なかったのである。軍隊の将官は貴族から選ばれた
し，彼らの参与なしにハプスプルグ家に対する軍事行動が成功するとは考え
られなかった。
土地問題に対するラジカルな答えはさらに他の重要な事情によってもおし
とどめられた。 19世紀の中ば，フランスで社会改革に指導的役割を演じたか
の進歩的プルジョア階級はハンガリーでは見い出せなかった。なぜならトル
コやドイツがこの国を支配したあとの都市化や工業化が非常におくれたた
め，強力なプルジョア階級は出硯しなかったからである。変革の指導者は進
歩的地主と貴族のなかの知識人であった。彼らは農奴制の廃止には賛成した
が，領主の私有地を小作農に配分することは擁護しなかった。
このようにして農奴制を廃止する法律は小作農に以前彼らによって所有さ
れていた土地をとりもどさせただけであった。最も大きな私有地一ーハンガ
リーの全面積の半分以上一ーは地主によって管理され，僅かに土地を所有し
ているか無所有の小作農によって耕作された。土地は地主の所有にとどまっ
たのである。このように封建的な土地配分がその後も継続したことはハンガ
リーの社会進歩に決定的な影響を及ぼした。
1849年，オーストリア皇帝はロシアのツアーの助力を得て民族独立のため
に戦っているハンガリー人民をうちのめした。しかし， 1848年のブルジョア
改革には影響を与えなかった。 1848年法の規定に従って農奴制の廃止はオー
ストリアの専制政治によってもまたハンガリーの土地所有者階級とハプスプ
ルグ皇帝との間でかわされた1867年の和解 (Compromise) においても継続
されることになった。しかし，独立戦争の衰退とその後確立したオーストリ
ア・ハンガリー帝国は保守勢力の支配をつくりあげた。保守勢力の主なねら
いは大地主の経済力と政治力そしてカソリック教会の力を維持することであ
り，その経済的基盤は地主制度にあった。
(2) 多様な変革
大領主の私有地の残存がハンガリーの社会発展にいかなる影響を及ぽした
か？
，，ヽ ンガリー 農業の改革と発展(1)（生田） (569)131 
それは資本主義の発展を妨げることは出来なかった。労働市場や企業機会
を保証する法律と貿易や信用組織の発展は資本主義への道を開いていった。
外国の資本は流入しはじめ，そして大私有地の市場生産のためにも鉄道や道
路のネットワークは急速に増加した。第1次世界大戦の頃までハンガリー経
済の近代化がすすんだ。この60年間製造工業は創設され，プルジ自アジーと
工業労働者も増加し，経済における両者の重要性も増した。生産の資本主義
的システムは農業にも浸透した。農奴の無給労働は賃金労働にとってかわら
れ，資本主義的借地形態で，商品を生産する大農場が発達した。全体として
農業の主要な穀物の平均産出額，家畜飼育による特殊な生産物においても大
きく進歩した。
しかしながら，大領主の私有地の残存はハンガリーの経済的社会的生活を
ゆがめることになった。
国内市場の拡大は妨げられ制限された。農業—国民所得の圧倒的部分を
占める一ーの自由で急速な資本主義的発展は妨げられた。プルジョア的習慣
を受け入れ，市場生産の増大を望む土地持ち企業的農民から大土地所有者は
土地を取りあげた。大地主の私有地は資本主義の発展のみならず社会の進展
をも制限し，ゆがめた。ハンガリーでは自由なプルジョア社会が封建制度に
とって変ることはなく，むしろプルジョア民主々義制度が退化した型で残る
異質な世界が存在した。みかけ上の民主々義の背後でこの社会は地主と教会
の高僧によって支配された。議会は2院制で上院は選挙でではなく出自によ
って選ばれるハンガリー貴族とカソリック教会の高位聖職者で構成されてい
た。また下院の議員は政党から選ばれたが，記名投票制度によって貧しい小
作農や農業労働者を排除したので，ここでも地主の利益が優先した。
都市，特に首都は製造工業， 貿易そして金融の中心地であった。経済力
一なかんずく財政資金~ア階級の力と影響は急速に
強まったが，このプルジョアジーの発展は数世紀も遅れ封建的地主に有効に
対抗するまでに至らなかった。それゆえ彼等は支配権を主張しなかったばか
りでなく，地主階級に従属し地主代表を理想化して，銀行や工場の主長とし
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て彼等を招くことができることを名誉に感じていた。
封建制度の精神は大私有地で一般的に残っていた。大私有地は一ーカソリ
ック教会の土地所有はベルギーやオランダの耕地面積の約半分にあたる一一
閉鎖的な世界であり，地主の権利を妨げる場合，法律さえも有効ではなかっ
た。行政をにぎる官僚，警官そうして裁判官さえもが地主に服従した。なぜ
ならこれらの地位は土地所有者の推薦か投票によって任命されたからであ
る。
都市の労働者が享受していた人権や基本的自由は大私有地の閉鎖された世
界においては主張することができなかったc 大私有地の労働者組織で企みら
れた反抗はただちに抑圧された。仕事場をはなれた小作農は力によって連れ
もどされ，哭約を破った労働者は行政や警察が決めた処分を受けた。土地所
有者は肉体的懲罰権をもっていた。大私有地で働く大多数の労働者の生活水
準は飢餓レペルをわずかに越した程度であり伝染病や文盲が彼らの生活を特
徴づけた。
大私有地の残存とその不動性とは多くの点で小作階級を温存するものでは
あったが，基本的なところでは若干の発展がみられた。 1848年のプルジョア
改革後，小作人の生活方法や社会的地位はゆっくりとではあるが変化して
いった。村にはもちろん裕福な農民もいたがそう多くはなく19世紀の後半で
人口の8~10バーセント程度であった。これら裕福な農民は村の生産活動や
社会生活において重要な役割を演じた。もし農民の意見が考慮されるとすれ
ば，口出しの出来るこれら富裕な農民のものであった。彼等は農民階級のト
ップの座にすわり，比較的安楽に暮した。富裕な農民のクイプはその地域の
特性と歴史によって異なっていた。プルジョア的精神を持ち，最新の農法を
とり入れようとする企業的で活動的な農民とともに肉体的労働をさけ，法外
な小作料を得るために土地を貸す怠情な農民も彼らの中にみられた。
，，ヽンガリーにおいてはブルジョア精神がゆっくりしかも不完全にしか発展
しなかったと同じように，富裕な農民は農業労働者に対し土地持ち貴族と共
通の利益を持っていた。また商品の生産者として販売者として彼らは工業や
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商業や銀行資本に対して彼らの権利を守るため地主に味方した。しかしまた
彼らから土地を奪い，素性の遮いのため自分たちを平等対等と駆めず，指導
的地位も隠めない封建的貴族社会の砦（大私有地制）が社会前進にとって主
要な障害であることを知っていた。
農奴から発展した多くの農民は農場の半分か4分の 1か8分の1の広さし
か耕作していなかったので相続を通じて土地を分割し小規模農地をさらに小
さくした。この下方分解の傾向は州や銀行貸付けの負担増と価格下落で加速
化された（特に2つの世界大戦の間において）。 19世紀の後半から20世紀の
前半にかけて封建的土地配分制度が維持されると同時に資本主義も発展し，
その結果土地と基礎的生産手段が不足した。そうして経済的社会的条件が悪
化した農民の数は急速に増加した。このような農民は農業人口のほとんど 3
分の1に達し，農地規模を拡大することがその生活水準を高め，守る唯一の
方法であった。彼らが子供達と一緒に住む場合，息子や娘に土地を分割をす
ることで条件が悪化することを望まないならば（もちろん両親はこんなこと
を望むはずがない）彼らはより広い土地を獲得する努力を続けねばならな
い。なぜ農民の多数の渇望のまなざしが村に広がる領主の土地に投げられた
のか。なぜすべての運動や政党が大私有地の分割を目論み，零細農や中層農
の参加と支持を得られたのかは以上の点で証明されよう。
所有する土地や借りた土地があまりに小さく安定した生活を維持すること
のできないセミプロレクリア階級と土地を全然持たない小作農とを合わせて
19世紀の後半に，農業人口の最大の割合すなわち約60バーセントを占めてい
た。
農業プロレタリアは高い人口増加率からのみならず，プロレタリア化しつ
つある土地持ち農民層からも絶えず，多量に供給された。雇用の継続という
点からみると，この階級は2つの大きなグループに分れていた。第1のグル
ープは領主の大私有地に住み，少なくとも 1年間農業に従事する農業労働者
である。彼らはプロレタリア階級のほぼ4分の1を占めていた。第2のグル
ープはそのほとんどが村や農村の町に住み，長期的な蔑用先のないものであ
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農業プロレクリアの地位はつぎの主要ファククーで決められた。
1. 彼らのうちのごく小数だけは工業労働者になるために農業をあきらめる
ことができた。
ハンガリーの工業化は1850年と1914年との間に注目すべき進展があったに
もかかわらず，国の経済や社会の構造を基本的に変えるほど十分ではなかっ
た。農村人口は1869年にほぼ80パーセントであったが1910年には64バーセン
トに減少した。他方工業人口は同時期に8.6バーセントから17バーセントに
増加し，国民所得も同じ割合に変った。第1次世界大戦前，国民所得の62パ
ーセントは農業から得られたものであり，一方工業は28パーセンしか寄与し
ていなかった。
ハンガリーは独立戦争に敗北した後，ォーストリア・ハンガリー帝国の経
済状態に依拠しプルジョア革命の後も約半世紀間は農業国であった。君主国
の共通関税はオーストリアとポレミアの発達した工業には都合がよかった
が，ハンガリーの工業を発展させるためには好ましいものではなかった。ハ
プスプルグ家と戦った1848年戦争も部分的には同じ経済的背景を持ってい
た。それは独立したハンガリー国における工業の独立的発展を確実にする願
いである。
2. 余剰労働が広大にひろがる鉄道や道路の建設，土地の開墾等で吸収され
ている間は労働市場も多少なりともバランスが保たれた。だがインフラス
トラクチャーヘの投資がとまったとき，労働者たちは自分たちの抵抗組織を
つくらねばならないことに気づいた。大私有地の農業労働者や収穫人夫のス
トライキと土地配分を求める農民運動は大土地所有に対決する一歩であっ
た。だが政府はこの運動を力でおさえ， あるいは余分なもの (superfluous
people)としてアメリカヘ移住させた。
(8) 第2次世界大戦のはじめのハンガリー農業
1920年のトリアノン条約 (TheTratry of Trianon)によってとり決めら
れたハンガリーの面積は93,000平方キロメートルである。これは戦前の領土
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の3分の1より少ない。土地は全体として農業生産に適している。
わが国は北極と赤道からおよそ等距離 (5,000km)の中央ヨーロッパに
位置している。その気侯は湿和で，東方の大陸性，西方の海洋性そして南西
地中海性気侯の影響を受けている。
わが国はまた太陽光線に非常に恵まれ，年間日照時間は1,700~2, 000時間
である。気温は北西から南西にあがり，植物生育時期の積算温度は2,600~
3,300℃の間である。降雨量は年間500~750mmで野菜の生育期間は平均
300~500 mmである。この降雨量はあまり好ましいものではない。夏の嵐が
吹く間は降雨量はおおよそ， 50~100mmで，丘陵地農業に損害を与える。
雨水はすぐ流れてしまうため，植物に利用される降水量は実際の降水量より
もはるかに少ない。
土壊も多様であり，そのクイプは他の国々におけるそれより多い。土壊分
類でみると第一表のとおりであ 第一表
る。
地形の状態は農業生産に適し
森 林 士 壊 25 バー セント
ている。耕地の4分の3以上が
黒 土 I/ 20 / 
牧 場 I/ 15 I/ 
平地であり 100万haが山や丘
アルカリ I 6.5 ” 陵域にある。 20度より大きい傾
砂 質 24 I/ ” 斜のスロープはわずかに10万
沖 積 I 8 I/ 
haにすぎない。 荒 地 ” 1.5 I/ 農業生産の多様性はこのよう
な好ましい自然条件のもとで発達した（第二表）。
作付不能地は930万haのうち6％にすぎない。耕地の種類とその広がり
はこの国の多面性を示すものである。
ハンガリー農業の多様性は作物が36種，主要野菜が26種も生産されている
という事実によって示される。
作物の生産構造からいえば穀物（パンや飼料穀物になる）とトウモロコシ
が主要作物である。 この穀物は 2つの大戦の間耕地面積の70~75％を占め
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第二表耕作部門の耕地の分布 (1935年）
単位 (1,000ha:彩）
耕 地 5,601 60.2 
庭園，果樹園 113 1.2 
ぶ ど う 園 206 2.2 
牧 場 661 7.1 
牧 草 地 983 10.6 
計 7,566 81.3 
森 林 1,099 | 11.9 
あ し 原 32 0.3 
合 i・ r 8,697 93.5 
耕作不能面積 603 6.6 
総合計面積 9,300 100.0 
た。この間，作付構成にはほとんど変りはなかった。 1938年，平和の最後の
年，主要2作物の作付面積は第三表のとおりである。
数世紀を通して，豊かなぶどう園や果樹園面積は耕地の3バーセント以上
に増えた。ヨーロッパにひぴいている有名なワインは北東部のトカイや工ゲ
ル，バラトン湖の北部等歴史あるぶどう生育地域で生産されている。二つの
大戦間，小規模農場は主にワインの原料ぶどうの生育にあてられた。果樹地
帯ではヨーロッパ市場に向けて多くの良質の果実が生産された。 1935年，三
千百万本の果樹の半分以上は 3haより大きな果樹園で生育された。
家畜の飼育は農業生産において常に重要な位置を占めていた。第2次世界
大戦前の1938年，農業粗生産の38バーセントは家畜飼育によるものである。
今世紀の中頃まで，牛，豚，羊それに荷車引き馬等が重要な家畜であり，大
動物は種々な小動物，とくに家禽によって補われた。
農業生産の成長率は両大戦間に全ヨーロッパで低下したが，ハンガリーで
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第三表作物の作付面積とその割合 (1938年）
単位 (ha:%)
小麦・ラ イ麦 2,254,144 40.9 
家畜の飼料 678,958 12.3 
トウモロコシ 1,175,252 21.4 
豆 類 61,903 1.1 
加工原料作物 117,448 2.1 
てんさい 44,136 0.8 
油脂植物 37,476 0.7 
繊維植物 16,518 0.3 
じゃがいも 291,525 5.3 
野 菜 57,927 1.1 
飼料や他の作物 869,761 15.8 
総作付面積 5,506,918 100.0 
は横ばい状態であった。生産の構造，家畜の質的構成，そしていくつかの作
物や動物の産出額は好ましい方向に変化していった。しかしながらこれは他
の部門の生産高の落ち込みによって帳消しにされた。農業生産の成長率は低
かったのでこの時期のハンガリー農業は成長よりもむしろ停滞によって特徴
づけられる。
その後30年代に至って少しづつ向上はしたが，人口の伸び率よりも低かっ
た。家畜の生産高はとくによくなかった。なぜなら，質的な改良にかかわら
ず家畜頭数が減少したからである。農業の技術水準では非常にわずかながら
改良がみられた。圧倒的多数を占める零細，小経営は特に遅れており，能率
が悪かった。 1935年の農業センサスによると，これら農場のほとんどは基本
的な耕作機も持たなければ，必要な牽引機も持たなかった。
大私有地においてさえ，農業生産は手作業と畜力を基本としていた。 トラ
ククーは1929年に 6,800台に達したが，その後， 10年以上目立った増加はな
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<, 1938年に7,000台にも達しなかった。耕地1,000haに1台のトラククー
もなかったのである。 トラックの利用はまれであり，牽引力の94バーセント
は畜力で供給された。
このようにある程度の改良はすすんだにもかかわらず全体として農業の発
達はおそかった。
ハンガリー農業は自然条件には恵まれていたが，西ヨーロッパ諸国に比べ
るとはるかに遅れをとっていた。これらの国々では主要作物や畜産物で単位
あたりハンガリーの 2倍の生産があった。
第2次世界大戦以前，工業化のすすんだ西ヨーロッパ諸国の作物の平均
産出額はハンガリーより高かったがコメコンとして知られている現在の
CMEA (Council for Mutual Economic Aid)に属している東ヨーロッパ
諸国よりハンガリーの方が高かった（チェコスロバキァを例外として）。
低い生産性は機械化や施肥の低レペルが直接の原因であった。家畜の飼育
も西ヨーロッパ諸国と比較して劣っていた。
この後進性はハンガリーの歴史的発展に深く根ざしている。資本の不足，
工業化や都市化のおくれ，狭隧な国内市場そして大私有地の残存等はハンガ
リーの社会の決して新しい悩みではなかった。第1次世界大戦前，ョーロッ
パ資本主義が繁栄を迎えた時期，そしてオーストリア・ハンガリー帝国のワ
クの中ではこれらの悩みは目立たなかった。
しかし， 2つの大戦の間にすなわち資本主義の一般的危機の間にこの点は
きわだって深刻さが増した。第1次世界大戦に続いて 2つの革命の嵐が吹い
たがハンガリーの大私有地には影響を与えず通り過ぎた。 1918年革命はその
穏健な土地改革を成し遂げる時間がなかった。土地改革法は数ヶ月の交渉の
後， 1919年2月に通過し，そして5週間後，プロレクリア革命は勝利をおさ
めた。
プルジョア政府の法律は土地持ち貴族の大私有地の没収を 500カダストラ
ルヨーク (287.7ha)まで，教会のそれを200カダストラルヨーク (115ha) 
まで免除した。しかもこの法律は大部分の大私有地を免除することも可能な
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規定を持っていた。
プルジョア革命に続くプロレクリア革命は農民に大私有地を配分するとい
う計画を含くまなかった。労働者党の指導者は大私有地に大きな協同組合農
場をつくることを望んでいた。 1919年4月3日貴族の中期模と大規模私有地
が国有化された。 100カダストラルヨーク (57.55ha)以上の大私有地には
生産者協同組合が設立された。ここでは 1年間に少なくとも 120労働日をこ
なせることを約束した人たちだけがメンバーになり得た。農民の所有する土
地は個人的な所有地として残された。
プロレクリア革命は土地を願望した農民たちの大多数を満足させることは
できなかった。だが引きつづく反革命で戦闘的な農業労働者は死刑か刑務所
にほうり込まれ，小作農の多くは梶棒でなぐられた。しかし再び力を取りも
どした地主たちは緊張を柔げる改革を彼らに知らせることが賢明であること
を知った。
国土面積の27彩にあたる大私有地の大部分は2つの大戦の間，売買が制限
された財産であった。それらは法の特別な規定によって小作農たちによって
破壊されたり，取り上げられたりすることから保護された。
総耕地の約半分がわずか1パーセントの農場主に属しているという現実は
農業労働者の地位がいかに抑圧的であったかを明白に示しているとともに，
つぎの 2つの事情にも注目すべきであろう。
第1はハンガリーの高い人口密度である。 1940年でみると 1km2に100人
が住んでいた。この人口密度はヨーロッパの他の国のそれより高い。第2は
前世紀の終りと比べて農業労働者が（その割合は減りながらも） 400,000人
も増加したことである。
，，ヽンガリー農業人口構成を大ざっばにみれば第四表のとおりである。農業
人口の70%-＿およそ 1,500 万人—―ーはまったく土地を持たないかごく零細
は土地しかもっていなかった。これらセミプロレクリアは生活のため他の仕
事をみつけるか土地を借りるかしなければならなかった。しかも土地を持た
ないIヽ 作農は小地面の耕作に束縛されるので，雇主をみつけることも困難で
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第四表農業人口
人 （千数人） 農る業割人合口に対（す％） 
農業プロレタリアン 計 750 35.7 
a.農業労働者（日雇労働者など） 500 23.8 
b.作男季節労働者 250 11.9 
セミプロレクリア 計 750 35.7 
a.土地所有 0~0.5ha以下 250 11.9 
b. 0.5~3 ha 500 23.8 
小経営農 (3~6ha) 250 11.9 
中経営農 (6~17ha) 250 11.9 
雇用主
a.豊小か地主な農民と貴族に属する 75~85 3.6~4.1 
b. 115規~模57の5 haの土地を持つ 5 o.o 
中 地主
c. 575 ha貴以族上の土地を持つ 1 
教会か
I 他の賃労働者 14 
| 
0.7 
総農業人口 ・2,100 100.0 
あった。
工業も農業も彼等に十分な仕事，給料を与えることができず，セミプロレ
クリアとプロレクリアの多数はみじめな状況からの脱却の方法を大私有地の
分割にのみ見出したのである。
土地はまた25万の小経営農民の要求でもあった。貯えのない彼らは自然災
害の損失と市況の悪化に神経質であり，彼らには 2つの可能性が残されてい
た。すなわち，土地を加えて中層の農民のレベルを前進するか，プロレクリア
に転落するか，であった。つまり農業人口の80バーセント以上の人が大私有地
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の分割を自分たちがはい上る必須条件とみなしていたと言うことができる。
第1次世界大戦前でさえ小作農，労働者そして進歩的プルジョアインテリ
たちはハンガリーの社会経済的発展にとって主要な障害物は大土地所有階級
の政治力だとみなしていた。 2つの大戦の間にこの意見は一般的になり土地
問題に直接興味のなかった人々も農業構造の有害な性格を誘識した。それ故
に所有関係の変化や土地改革は常に話題にのぼった。
第1次大戦後，オーストリア・ハンガリー帝国は崩壊し，ハンガリーは独
立国としてあらわれた。
農業で働く人口割合は総労働人口のおよそ半分におちた。しかし，第1次
大戦後もハンガリーは基本的には農業国にとどまっていた。 2つの大戦の間
に鉱工業に従事する人口は20.6％から25.4％に伸ぴたが，この程度の工業化
では農業プロレタリアの失業と継続的な飢餓とが引きおこす緊張を柔げるこ
とはできなかった。
一方でオーストリア・ハンガリー帝国の分裂はハンガリーの経済を変化さ
せた。第1次大戦前ハンガリーの輸出の70~80％はオーストリアとポヘミア
市場によって吸収された。同程度の割合の輸入もこの地域から流入した。事
実，この貿易は開税のない内国貿易であり， 共通貨幣制度にもとづいてい
た。これらの経済関係が一夜にして崩壊した。 ハンガリーは何の準備もな
く，突然に世界市場に投げ込まれた。
外国貿易はハンガリー経済が機能するため必須条件になった。工業原料や
新しい機械に関して外国貿易に依存せねばならなかった。第 1 次大戦前—
その直後でも一ーハンガリーの外国貿易は農業に基礎をおいていた。そして
，，ヽンガリー経済の発展はいかに農業が新しい状況のもとでこのテストに合格
するかどうかにかかっていた。
そのテストの結果悪い方に転じた。低い技術水準のためにハンガリー農業
は安い人件費にかかわらずコストが高くなり海外からの輸入品に圧倒されて
しまった。ハンガリーの大私有地農業は君主国の保護された市場に慣らされ
ていたため，世界市場のきびしい競争に立ち向うことができなかった。
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そして農産物を輸出することは工業原料の需要をカパーするために必要で
あった。しかし国内マーケットが制限されているため，農業生産物の相当な
部分を輸出する以外に方法はなかった。
この点労働者の賃金水準をあげることによって，国内市場を拡大すること
も理論的な解決方法の一つであった。とくに農業労働者に高い賃金が支払わ
れたならば食物消費のレベルはアップしたであろう。
しかし，これは大地主と小作農との間に鋭い対立をもたらし，大私有地の
所得を減少させる原因になったので， 地主階級—権力を手中にしていた
ーはこのような解決を選ばなかった。
大私有地の地主が彼等の利益のためにしたことは生産物の単価を引下げる
ために労働者の賃金をカットすることであった。しかも，経済恐慌の年には
これだけで十分ではなかった。彼らは税金や政府の他の収入から融資を受け
て農産物を輸出することにより競争力を強めた。大地主経営の後進性は全て
の働く階級が支えている荷物であった。土地持ち農民は高い土地税を支払い
農業労働者は低賃金で大私有地の不十分な生産を埋合せ，都市や田舎の生産
階級は消費税と売上税でその継続に寄与した。ハンガリーの大土地所有の寄
生性は 2つの大戦の間，明らかに増加傾向にあった。
農業の後進性の結果，ノヽンガリーは両世界大戦の間にヨーロッパの最低レ
'ベルまで落込んだ。 1937~38年の 1人あたりの国民所得は 120ドルであり
(1937年交換レー ト）， ヨーロッパ24ヶ国の1人あたり国民所得平均200ドル
の半分をわずかに上まわるにすぎず，最も発展した国々の所得の3分の1か
4分の1であった。
国民所得が低いとともにアンバランスでもあった。農業プロレクリアやセ
ミプロレクリアの生活水準は都市のプロレクリアのそれよりずっと低かっ
た。彼らはみじめな状況のもとで生活し，特に経済恐慌の間はいつも飢餓状
態であった。 30年代には“ハンガリーには 300万人の乞食がいる国である”
ということわざさえあった。この大きな集団は最低水準の文化と職業教育し
か享受できなかった。大地主階級の反動的な精神は彼等の教育のために何か
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しようとさえ思いつかなかった。 1930年に農業労働者の11バーセント以上が
文盲であった。彼らのほとんどは小学校の2, 3年だけで終っていた。社会
のこの大きな階層の経済的，社会的そして文化的水準を引き上げることがハ
ンガリーにおける社会発展の必須条件の1つであった。
なぜ封建的大土地所有システムを廃止することが小作農のみならず，進歩
的階層の要求でもあったのはここに理由があった。
世界的経済恐慌はハンガリーの経済的社会的トラプルを増幅した。 しか
し，ヒットラーが政権をとりドイツが軍事力の増加を始めた時，ハンガリー
の経済は新しい上昇を示した。大私有地はドイツ市場の拡大からはじめて利
益を確得した。ハンガリーの支配階級もその経済的困難から脱却の方法を知
り，そしてファシストドイツとの同盟において， また軍備の増大をとおし
て，大衆の不満（農民プロレタリア層）から生じた政治的緊張を緩和するこ
との可能性を知った。彼らはヒットラーの企む新しいヨーロッパからいろい
ろな利益を引き出すことを期待してナチスドイツの戦いに加わった。彼らは
自分達の特権的地位を終らせるかもしれない経済的，社会的変化にさらされ
ないことを乞い願った。
(4) 農業の戦争被害
赤軍 (RedArmy)は1944年10月にハンガリーに侵入した。 ドイツ軍の至
上命令はドナウ， バラトンラインでソビエト軍を撃退するということであ
り，そのためにハンガリーに巨大な軍力を集中させた。
ハンガリー大平原においては戦車による戦闘がくり広げられ，プダペスト
は6ヶ月間市街戦で荒れくるった。
ハンガリーの国民資産の40パーセント近くが第2次世界大戦中に破壊され
た。このうち農業被害は33億ペンゴー (6.3億ドル）に達し， 戦争による国
家的損失の17バーセントに当った。これは1938年の農業生産所得の約7倍，
国家財産の5分の1となる。
I 森林を含む農業損失は第五表のとおりであり，量的にも効果的にも，家畜
の損失はもっとも甚大であった。 1945年の家畜の飼育数は1857年以来最低と
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なった。
第五表農業撰失の割合（％）
また戦争による被害は地域的に一律
でなく，零細な農民より大私有地の方
が大きかった。大私有地の家畜残存割
合は最低となり，つぎの 2つの点で重
大な結果を喪らした。すなわち一つは
大私有地における家畜の損失はいわば
最良の家畜が減少したことを意味し
た。この国の南西部にあるメジェチ家
(Mezohegyes)の有名な飼育場には
家 畜
作 物
建 物
荷馬車・運搬車
機 械， 備 品
その他の・損失
総 i r 
43.3 
37.9 
6.2 
5.3 
4.7 
2.6 
100.0 
2頭の馬だけが残った。数頭の純種の老牛も輸送に耐えられず死んでしまっ
た。また，メリノ種の羊や有名なマンガリカ種も死んでしまった。その状況
はドナウの西部の国営のキスペル (Kisber)農場やパボルナ (Babolna)農
場でも似たような状況であった。 ドイツ軍は飼育場から全ての種馬を引き出
したのである。
二つは馬がもっとも大きく減少したことである。戦争により失なわれた馬
の78パーセントはほとんど 3オ馬以上であった。このことは，すでに相当減
少していた農業の牽引馬に影響した。
さきにもふれたように， ハンガリーの牽引力の94バーセントは馬であっ
た。馬力であらわされる牽引力は戦争前まで485,000馬力もあったが，その
ほぼ60バーセントは消減してしまった。そして残余—-200,000 馬カーーは
健康を害した，病気の馬であった。この状況は全トラククーのほぼ30バーセ
ントが破壊されるか，役に立たないのと同じであった。
家畜の破壊は農業生産を根底からゆるがした。土壊管理は堆肥で保たれて
いたので，間もなくその結果があらわれた。戦前の家畜ではヘククールあた
り280クインクルの堆肥が投ぜられ，約5~6年はこれで土壊が維持された
のに対し戦後はこの期間が17年にのぴた。さらに加えて多くの化学肥料工場
も破攘されたのであった。
ハンガリー農業の改革と発展(1)（生田） (583)145 
農業生産の40バーセントが被害を受け，穀物だけでも約3千万クインクル
の損失であった。種用穀物はもちろん不足していたし，生残った家畜も飼料
不足のため，飼育不可能となった。
ハンガリ一国内での半年に及ぶ戦闘の結果，作物の多くが収穫できず，秋
の耕作もできなかった。 ドナウ川の西部地域では春の作業さえおくれた。
戦争で死んだり，刑務所にほうり込まれたりして男手が不足し農作業が一
時困難にもなった。戦争による農業被害はあまりにも大きかったので，安定
した生産をとりもどすことは不可能であった。交通の全面的麻痺状態がこれ
に拍車をかけた。退却したドイツ軍はドナウ川とチサ川の橋を爆破し道路の
ネットワークや高速道路の橋は使用出来なくなった。
機関車の半分近くは運び去られ，残余の60パーセントは破壊されるか，使
用不能にされた。農業生産にとって貴重な機械や道具類，化学物質を生産す
る工場等も麻痺状態であった。ハンガリーは戦争によって最も厳しい影響を
受けた国の1つである。
